
連携のための子どもの見立て

７月１３日（金）鳥取市人権交流プラザ

研修で
学校が
変わる

○わたしたち支援員ができる日々の観察こそアセスメントの基本になるので、
子どもたちに寄り添って支援していこうと思いました。

○子どもたちのために、担任の先生をはじめたくさんの先生方とコミュニケー
ションを図るように努力したいと思います。

○観察したことを記録して担任との連携を密にしていきたいと思います。

～複数の視点で見る子どもの深い理解～

講師 石本 雄真 氏 (鳥取大学教員養成センター)

アセスメントの視点
◎様々な方法のアセスメントから得られた情報を組み合わせて理解する
◎「～が苦手」「～の傾向」で終わるのではなく得意な点も捉えて有効な支援を考える
◎様々な情報から対象児の問題の背景を理解する

森林公園 とっとり出合いの森

【関係のアセスメント】
教師、子ども、支援員等のそれぞれの関係について、意識し
づらい部分も含めて見極めるもの

▶三角関係
＊「子ども」「担任」「支援員」の関係
＊１対１の関わりでない難しさ・複雑さ
＊均衡を保とうとする働き（無意識）による歪み

▶転移と逆転移

▶似た者同士か
＊相手に対する好悪と、性格・行動のアセスメントを取り違
えない

＊転移（子ども⇒教師・支援員へ）
・幼少期の重要な人物との関係（主に保護者）で生じた感情や
思考等を現在の対人関係の中に無意識に再現すること

・陽性転移（ポジティブ）信頼・賛美・憧れ・愛情
・陰性転移（ネガティブ）不信・敵意・反発・非難・憎しみ
＊逆転移（教師・支援員⇒子どもへ）
・子どもからの転移に対して嫌悪感を感じたり過度に厳しい
対応をしてしまうこと

・無意識なイメージであり、現在の文脈上で納得できるもの
かどうか検討し、過度に巻き込まれないようにする

【子どものアセスメント】
問題行動や不適応に影響を与えている要因がどこにあって、ど
こを支援することで過ごしやすくなるのかを見極めるもの

▶内と外の視点
＊子どもの問題は、自身が持つ特徴・特性（内）からだけでは
なく、環境（外）からも生じる
▶生物・心理・社会モデル
＊行動の理由を生物的、心理的、社会的な要因に分けて考える
＊物理的要因も考慮していく
＊子どもの行動はこれらの要因が絡み合って影響することで生
あじる

▶危険因子と防御因子
＊危険因子 問題の発生・維持に影響する
＊防御因子 問題の発生を防ぐ・維持を防ぐのに役立つ

成長を促すのに役立つ
＊支援の道筋
◇危険因子を取り除く
◇防御因子を高める

▶原因帰属
＊子どもの問題や行動の原因を子ども自身に帰属するだけでは
なく多面的に考えることが重要

▶グラデーション
＊特性は〝ある/ない“ではなく、人によって程度が違う
＊社会的要因や心理的要因で日々変化する

日々の観察こそが
基本的なアセスメント

参加者の感想から

連携のための共通理解 アセスメントからの協働

「関係のアセスメント」で、「子どものアセス
メント」による見極め誤りの要因を取り除く

子どもの持つ力に目を向ける


